
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緊急時シミュレーション 

本校では、児童生徒のけがや急病の緊急時に

適切な状況判断と対応ができるように、年２回の

緊急時シミュレーションを行っています。今年は

プール学習中での発作、大規模災害（地震）の２

事例で行いました。本校独自のアクションカード

や緊急時記録表を用いて、実際に起こりうる状況

を細かく想定しています。また、練習用キットを

用いたエピペン講習・演習や、トリアージについて

も研修を行いました。 

 本校では、児童生徒はもとより大切な人や家

族、その他急病人の命を守る知識とスキル習得

を目的に、心肺蘇生法や AEDの使い方などの

講習を毎年行っています。実際の場面を想定し

たシミュレーションを行った後に、救急隊員の方

への質疑応答、ポイントの確認等も行いました。 

救急救命講習会 

スクールカウンセリング 

[アクションカード] 

 本校では定期的にスクールカウンセラーが来

校し、児童生徒や保護者の相談、カウンセリング

を行っています。心や身体に関する不安や悩み、

課題等を相談することで、解決や負担軽減に繋

がります。また、職員の指導力向上のために、全

校職員参加のスクールカウンセラーによる研修

を行い、スクールカウンセラーと職員が連携して

子どもたちを支援する体制づくりに努めていま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心とからだの学習 

◆中学部（令和７年１２月） 

 ピアエデュケーション活動に取り組む、久留

米大学医学部看護学科サークル「レピーフ」の

皆さんを講師としてお迎えしました。年齢の近

い学生さんとの交流を通して、思春期の体の変

化や人間関係について学ぶことができました。 

◆高等部（令和８年２月） 

 高等部３年生を対象に、臨床心理士の飯田潤

子先生による授業を行いました。SNS利用に

よって生じる性被害・加害の事例を通して、予

防や回避の方法、また、卒業後における対人関

係トラブルの回避方法について話をしていただ

きました。専門的な視点からアドバイスをいた

だき、卒業後の社会生活も見据えた貴重な学び

の時間となりました。 

 

 

本校では、児童生徒が自分自身の心と体への理解を深め、自他を尊重する態度を

養うことを目的として、外部講師を招いた特別授業を行いました。 


